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食品ロス削減のための自治体施策集 事例１－２ 

施策・事業名称 
とやま食ロスゼロ作戦  

～使いきり 食べきり すっきり エコライフ～ 

自治体名 富山県 

本件問合せ先 
担当課 農林水産部農産食品課 

電 話 076‐444‐3282 メール anousanshokuhin@pref.toyama.lg.jp 

分野 
（当てはまるもの 
すべてに○を付けて 

ください） 

家庭 外食・宴会 

１ 住民啓発 ２ キャンペーン・イベント 

３ 食品ロスの実態調査 ４ 子供への啓発・教育 

５ 協力店舗等の登録 ６ 事業者への働きかけ 

７ 消費者団体または 
住民団体との連携 

８ 食材使いきり、リメイク料理 

９ その他  

事業実施期間 平成 28年度から事業開始 

 

立案の背景 
（ねらい） 

平成 28 年のＧ７富山環境大臣会合で採択された「とやま物質循

環フレームワーク」を踏まえ、消費者、事業者、関係団体、行政等

の連携協力のもと、県民の高い環境意識など本県の特徴を活かした

循環型社会づくりに資する先進的な食品ロス等削減の取組みを推

進する。 

内容 

＜食品ロス・食品廃棄物実態把握調査の実施＞ 

 県内の事業系・家庭系食品ロス・食品廃棄物実態把握調査（H28～

H29、R5～R6）を実施し、調査結果に基づいた削減対策を推進。 

 

＜食品ロス削減推進計画の策定・見直し＞ 

食品ロス削減の取組みのより一層の加速化を図り、持続可能な社

会の実現を目指すため、令和２年４月に策定した「富山県食品ロス

削減推進計画」の中間年を迎えることから、令和７年度に見直しを

実施した。 

 

＜各種施策＞ 

（１）推進体制の整備 

・ 県民会議、商慣習検討専門部会、市町村・関係団体実務者会議

庁内 PT会議の開催 

・ 「使いきり」と「食べきり」を推進するため、県民になじみの

深い立山の標高にちなみ、30 と 15 をキーワードにした富山型の

食品ロス削減運動「3015（さんまるいちご）運動」（※）を展開 
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※  「使いきり 3015」とは、毎月 30日と 15 日に冷蔵庫をチェックして食材を使いきる運動。 

「食べきり 3015」とは、宴会開始後 30分と終了前 15 分に食事を楽しむ時間を設定して 

食べきる運動。 

 

（２）発生抑制に重点を置いた食品ロス削減の推進 

①消費者、事業者等に対する知識の普及啓発等 

・ 食品ロス削減をテーマにしたフォーラムやイベントの開催等に

より、消費者、事業者が食品ロス等の削減について考える機会を

創出。 

・ 各種啓発資材（ポスター・チラシ・紙芝居・アニメ動画・テレ

ビ CМ 等）の作成、配布等により、子どもやその親を中心とし

た若い世代に対して重点的な普及啓発を実施。 

・ 消費・賞味期限の２つの違いを重点的に普及啓発することで、

賞味期限直後の廃棄を減らすとともに、小売店での期限間近商品

の購入を促進。 

 

②家庭における食品ロス削減 

・ 消費者に対して「使いきり 3015」運動の実施による家庭内食品

の定期的な在庫管理や食品ロスを防止する効果的な買い物の実

践を呼びかけるなど、手付かず食品の削減を推進。 

・ 手付かず食品の削減につながるサルベージ・パーティ（家で余

っている食材を持ち寄って料理をする）開催を支援。 

 

③フードチェーンにおける食品ロス削減 

・ 食品流通段階における「1/3 ルール」等の商慣習が、食品ロス

発生の大きな要因とされていることから、事業者、消費者及び行

政が連携して、消費者理解のもと、フードチェーン全体で商慣習

見直しの取組みを検討・実施。（H31.3商慣習見直し等に関する共

同宣言、H31.4～商慣習見直し宣言事業者の募集・登録） 

・ 小売店と行政が連携し、消費者に対してすぐに食べる食品は期

限が近いものから購入するよう呼びかける啓発キャンペーン

（10・11月）を実施し、消費者の消費・賞味期限間近商品の優先

購入を促進。 

・ 「食べきり 3015」運動の実施や消費者が食事量を調節・選択で

きるメニューの導入促進を飲食店に働きかけ、飲食店における宴

会・外食時の食べ残しの削減を推進（協力店の募集・登録）。 

 

(３)循環型社会を意識した食品ロス削減の推進や適正な再生利用

の推進 

①未利用食品の有効活用 

・ 包装の印字のズレや外箱の変形など、食品衛生上の問題はない

が、通常の販売が困難な食品を食品メーカー等から引き取り、福
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祉団体等に譲渡するフードバンク活動を促進。 

・ 手付かず食品の削減に有効なフードドライブ（家庭で余ってい

る食品を集め、福祉団体・施設へ寄付する活動）について、県内

での取組拡大に向けた支援等を実施。（R2:県によるモデル実施、

R3～：リレーキャンペーンの展開、R4：常設窓口（無人）設置の

支援） 

②食品廃棄物の飼料化・肥料化・エネルギー化等による適正な再生

利用の推進 

・ 事業者と畜産農家とのエコフィード需給マッチングを図るとと

もに、エコフィードの生産・利用の推進に向けた取組みを支援す

るなど、主に製造段階において発生する副産物など食品循環資源

の有効活用を推進。 

成果指標や目標 

とその確認方法 

・ 食品ロス削減のための取組みを行っている人の割合を、現状の

90.5％(2024 年)から引き続き 90％以上（2026 年）となるように

取組を続ける。（県政世論調査等の方法により把握） 

・ 県民 1人１日当たりの食品ロス量を、2030年までに約 78gに減

少させる。（定期的な事業系・家庭系実態把握調査の実施により

把握） 

→県民 1人１日当たりの食品ロス発生量 約 110g（2016年時点） 

約 85ｇ（2022年時点） 

施策のポイント 

 食品ロスは、食品の生産・製造、流通、消費の各段階において多

様な形態で発生しており、削減の推進には幅広い関係者の理解と協

力が必要であることから、「富山県食品ロス・食品廃棄物削減推進

県民会議」を核として、県民、事業者、関係団体、行政等が一丸と

なった全県的な削減運動を展開している。 

効果や成果 

各種施策の推進により、「食品ロス削減のための取組みを行って

いる人の割合」は、高い割合で推移している。 

2018
年度 

2019
年度 

2020 
年度 

2021 
年度 

2022 
年度 

2023 
年度 

2024 
年度 

目標 
2025年度 
(計画中間年) 

2030年度 
(計画目標年) 

70.1％ 80.9％ 81.3％ 90.7％ 89.7% 88.6％ 90.5％ 90％以上 90％以上 
 

関連ホームページ https://foodlosszero.jp/ 
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食品ロス削減のための自治体施策集 事例１－３ 

施策・事業名称 おいしいふくい食べきり運動 

自治体名 福井県 

本件問合せ先 
担当課 循環社会推進課 

電 話 0776-20-0317 メール junkan@pref.fukui.lg.jp 

分野 
（当てはまるもの 
すべてに○を付けて 

ください） 

家庭 外食・宴会 

１ 住民啓発 ２ キャンペーン・イベント 

３ 食品ロスの実態調査 ４ 子供への啓発・教育 

５ 協力店舗等の登録 ６ 事業者への働きかけ 

７ 消費者団体または 
住民団体との連携 

８ 食材使いきり、リメイク料理 

９ その他  

事業実施期間 

「おいしいふくい食べきり運動」 平成１８年度～ 

「食べきり運動協力店」 平成１８年８月～ 

「食べきり家庭応援店」 平成２３年度～ 

福井県連合婦人会との連携 平成２５年度～ 

 

立案の背景 
（ねらい） 

家庭から出されるごみの、約 1/2を占める生ごみの減量化を図るた

め、家庭や宴会時における食べ残しを減らし、おいしい福井の食材

を食べきることを目的に平成１８年度から開始。 

内容 

１ 「おいしいふくい食べきり運動」の呼びかけ 

  県民に「おいしいふくい食べきり運動」を浸透させるために、

家庭、外食時、宴会時の３つのシーンに分けて、具体的な行動内

容を掲載したちらしを作成し、飲食店、食品小売店、地域イベン

ト等で配布。 
 

２ 「食べきり協力店」「食べきり家庭応援店」の登録 

  宴会時や外食時の食べ残し、家庭からの食品ロスを減らすた

め、飲食店や食品小売店から住民へ声かけを行ってもらう。 

（１）食べきり協力店 

  ハーフサイズや小盛など食べ残しが出ないメニュー設定や、お

持ち帰りパックの提供など、県民に、おいしく食べきって食べ残

しを減らしてもらうための取組みを行う飲食店やホテル等を登

録。 

 （２）食べきり家庭応援店 

  少量パック、ばら売りや食べきりレシピコーナーの設置など、 

県民が家庭で食品ロスを出さないよう手助けする取組みを行う 

スーパー等の食品販売店等を登録 
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３ 福井県連合婦人会との連携 

  平成２５年度から、行政だけでは行き届かなかった県民一人ひ

とりへの「おいしいふくい食べきり運動」の声かけを、県内全域

に会員がおり、最大の消費者団体である福井県連合婦人会と協働

で実施。 

（１）婦人会会員の中から「食べきり推進員」を選出 

 ・推進員約１００名 

 ・食品ロスの現状や県の新たな取組みについて学習会開催 

（２）地域イベントでの啓発 

  ・アンケート、グッズ配布、パネル展示を実施 

 （３）保育園等での食べきり運動学習会の開催 

  ・年間約６０園で、食べきり寸劇、紙芝居、食べきり運動の

ダンスなどによる啓発を実施 

  ・ちらし、アンケートを家に持ち帰り、子どもたちから両 

親、祖父母に伝えてもらうことで、家族全体に周知 

成果指標や目標 

とその確認方法 

県内の食のイベント時にアンケートを行い、「おいしいふくい食

べきり運動」の県民の認知度を確認。 

施策のポイント 

・啓発資材は、食べきり運動キャラクター「の

っこさん」を使用し、イメージカラーのオレ

ンジで統一感を持たせている。 

・店舗への呼びかけは、食品衛生講習会など飲

食店が多く集まる機会に実施するととも

に、福井県連合婦人会の「食べきり運動推進

員」が地元の飲食店を１店舗ずつ訪問して依

頼。 

・各地域の保育園訪問やイベントでの啓発を継続的に行うことがで

き、かつ、県連合婦人会のみなさんも自発的に活動をしてくれて

おり、運動の認知度が高まっている。 

効果や成果 

 子どもたちには「のっこさん」とともに「おいしいふくい食べき

り運動」を覚えてもらえるようになった。 

「おいしいふくい食べきり運動」の認知度は年々上昇している。 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30  

認知度 51％ 56％ 66％ 71％ 74％ 80％  

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

認知度 81％ 83％ 84％ 84％ 84.5％ 84.4％ 86.2％ 
 

関連ホームページ https://info.pref.fukui.lg.jp/junkan/tabekiri/ 

 

食べきり運動イメージキャラクター 

「のっこさん」 
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食品ロス削減のための自治体施策集 事例２－３ 

施策・事業名称 松山市「3010（さんまるいちまる）運動」推進事業 

自治体名 松山市 

本件問合せ先 

担当課 環境・ゼロカーボンシティ推進課 

電 話 089-968-7153 メール 
kankyou-

zc@city.matsuyama.ehime.jp 

分野 
（当てはまるもの 
すべてに○を付けて 

ください） 

家庭 外食・宴会 

１ 住民啓発 ２ キャンペーン・イベント 

３ 食品ロスの実態調査 ４ 子供への啓発・教育 

５ 協力店舗等の登録 ６ 事業者への働きかけ 

７ 消費者団体または 
住民団体との連携 

８ 食材使いきり、リメイク料理 

９ その他  

事業実施期間 
平成 29年 4月~  3010運動推進事業開始 

平成 29年 10月~ 「3010運動」協賛店募集開始 

 

立案の背景 
（ねらい） 

松山市は平成 18年度から 9年連続で、人口 50万人以上の都市の中で一

人一日当たりのごみ排出量最少を達成してきたが、平成 27 年度の実績で

は前年度比プラス 4.5g となり、10 年連続ごみ排出量最少日本一達成はで

きなかった。 

家庭系ごみは 1.3g減った一方、事業系ごみは 5.8g増えたことから、事

業所から出た事業系一般廃棄物（生ごみなどの可燃ごみ）の減量のため、

『3010（さんまるいちまる）運動』を推進し、食品ロス削減を図る。 

内容 

① 『3010運動』推進ロゴの作成 

『3010運動』を市民に周知するため、ロゴを作成し、 
周知 

 

② 市民・事業者に対する啓発活動 

・宴席や会食が増える時期（暑気払い、忘・新年会）な 
どに合わせて、あらゆる広報媒体（広報紙、テレビ・ 
ラジオ・庁内放送・市のホームページ・ストリートビジョンなど）を活
用して周知 

・環境イベントでの周知やアンケート調査 
・事業者向けのリーフレットに、食品ロス削減の取組みとして紹介 
 

③ 市職員への啓発 

・庁内システムログイン画面や庁内報でロゴや趣旨を表示し啓発 
・宴席や会食が増える時期（暑気払い、忘・新年会）に庁内放送や各課の
幹事向けに積極的な実施を促した。 

 

④ 庁内ワーキンググループの設置 

・食品ロス削減に関わる各課（12課）で、情報共有や意見交換を実施 
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⑤ 飲食店等への協賛店募集、啓発物の配布 
・協賛店の募集を随時行い、取組みに協賛する店舗に、 
啓発グッズとしてポスターなどを配布し、店舗内で 
の活用を依頼 

 

成果指標や目標 

とその確認方法 

・環境イベント時にアンケートを行い、本市が行う「3010運動」の認知度

を確認 

・市民 1人 1日当たりのごみ排出量の減少 

（令和 5年度 732ｇから令和 17年度 672ｇで 60ｇ以上の減少が目標） 

施策のポイント 

・本市オリジナルロゴを作成し、周知・啓発媒体に広く活用することで、

推進を図っている。 

・ワーキンググループを設置し、本市全体の取組みとして実施することで、

普及につなげる。 

効果や成果 

・環境イベントで行ったアンケート調査では、約 2割の市民が「3010運動

を認知 

・協賛店からは、啓発グッズの活用により、「3010運動」が実践され、ごみ

の排出量が減少したとの意見があった。 

関連ホームページ https://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurashi/gomi/kanren/3010undou.html 
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食品ロス削減のための自治体施策集 事例４－２ 

施策・事業名称 フードドライブ窓口等委託事業 

自治体名 石川県金沢市 

本件問合せ先 
担当課 環境局 ゼロカーボンシティ推進課 

電 話 076-220-2507 メール zerocarbon@city.kanazawa.lg.jp 

分野 
（当てはまるもの 
すべてに○を付けて 

ください） 

家庭 外食・宴会 

１ 住民啓発 ２ キャンペーン・イベント 

３ 食品ロスの実態調査 ４ 子供への啓発・教育 

５ 協力店舗等の登録 ６ 事業者への働きかけ 

７ 消費者団体または住民団 
体との連携 

８ 食材使いきり、リメイク料理 

９ その他  

事業実施期間 平成 30年度～ 

 

立案の背景 
（ねらい） 

・家庭での食品ロスをなくす行動を促し、食べものを大切にする意識の

向上や生ごみの減量化につなげる。 

・市の施設で定期・常設開催することで、食品ロス削減に取り組む NPO

法人等を支援する。 

・地域コミュニティでのフードドライブを支援し、市民が食品を持ち込

みやすい環境を整備する。 

・市民に広く食品の提供を呼びかけ、多くの食品を社会福祉施設等へ届

ける。 

内容 

【フードドライブ】 

▶定期・常設窓口 

  ※１ 年末年始を除く ※２ お盆、祝日、年末年始を除く 

 

▶地域窓口開設支援 

地域のイベントに合わせて婦人会などの地域団体が公民館などでフードド

ライブを実施する際の開設支援を行う。 

実施実績 令和５年度２８か所、令和６年度３５か所、令和７年度４６か所 

 

▶不定期開催（イベントでの実施） 

場所 開設日 時間 

金沢市役所第二本庁舎 平日※１ 9 時から 17 時 45 分 

保健所 毎週火曜日※２ 10 時から 14 時 

泉野福祉健康センター １・３・５月曜日※２ 10 時から 14 時 

元町福祉健康センター ２・４金曜日※２ 12 時から 14 時 
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【食材レスキュー・クッキング教室】 

▶食材残り物アレンジレシピ集や食材使いきりをテーマに、食品ロスを減

らすアイデアを学ぶ機会として年３回開催。 

 

成果指標や目標 

とその確認方法 

フードドライブや料理教室の実施により、家庭での食品ロスをなくす行

動を促すとともに、食べものを大切にする意識の向上や生ごみ減量化に

つなげることが目標。回収量や参加人数の目標は設定していない。 

施策のポイント 

周辺地域への町会回覧、市内全域への班回覧や全公民館でのポスター掲

示等により、広報の強化を図る。 

地域窓口については、地域団体へ直接説明を行うことで、実施箇所の増

加を促す。 

効果や成果 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

定期・常設窓口 提供者数 個数 重量(kg) 

令和５年度 918 8,884 3,764 

令和６年度 626 5,778 2,442 

 令和７年度 510 5,332 1,731 

地域窓口 開設箇所 個数 重量(kg) 

令和５年度 28 5,707 1,637 

令和６年度 35 5,769 2,179 

令和７年度 46 7,269 2,005 

関連 

ホームページ 

https://www4.city.kanazawa.lg.jp/soshikikarasagasu/zeroc/ondankataisaku/s

yokuhinlosstaisaku/7494.html 
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食品ロス削減のための自治体施策集 事例４－３ 

施策・事業名称 事業所とのフードドライブ連携協定 

自治体名 越前市 

本件問合せ先 
担当課 環境政策課 

電 話 0778-22-5342 メール kankyou@city.echizen.lg.jp 

分野 
（当てはまるもの 
すべてに○を付けて 

ください） 

家庭 外食・宴会 

１ 住民啓発 ２ キャンペーン・イベント 

３ 食品ロスの実態調査 ４ 子供への啓発・教育 

５ 協力店舗等の登録 ６ 事業者への働きかけ 

７ 消費者団体または 
住民団体との連携 

８ 食材使いきり、リメイク料理 

９ その他  

事業実施期間 協定締結期間（締結解除を行わない限り継続する） 

 

立案の背景 
（ねらい） 

自治体が関与しなくても、継続的かつ自主的にフードドライブが

行われるよう仕組みを構築。 

内容 

① 令和５年度～農協・生協・社協・市の４者で連携協定を締結 

② 令和６年度～バローホールディングス・社協・市の３者で連

携協定を締結 

 

ハーツたけふ店、各児童館・児童センター、バロー・Ｖドラッグ

各店舗にフードドライブの常設ポストに設置。 

集まった食料品などは、市の社会福祉協議会が回収をし、必要と

している人、主に生活困窮者に提供。 

成果指標や目標 

とその確認方法 
― 

施策のポイント 継続的かつ自主的にフードドライブが行われるよう仕組みを構築 

効果や成果 ― 

関連ホームページ ― 
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食品ロス削減のための自治体施策集 事例６－５ 

施策・事業名称 ラジアス環境講座 

自治体名 群馬県前橋市 

本件問合せ先 
担当課 ごみ政策課 

電 話 027-898-6272 メール gomigenryou@city.maebashi.lg.jp 

分野 
（当てはまるもの 
すべてに○を付けて 

ください） 

家庭 外食・宴会 

１ 住民啓発 ２ キャンペーン・イベント 

３ 食品ロスの実態調査 ４ 子供への啓発・教育 

５ 協力店舗等の登録 ６ 事業者への働きかけ 

７ 消費者団体または 
住民団体との連携 

８ 食材使いきり、リメイク料理 

９ その他  

事業実施期間 令和７年５月～ 

 

立案の背景 
（ねらい） 

環境教育の推進、家族で環境問題（フードロス等）に取り組むきっ

かけづくりを目的に令和７年度より市内の保育関係施設を対象とし

た出前講座を開催している。 

内容 

地球を愛する（LOVE(ラブ) THE(ジ) EARTH(アース)）をモチーフ

にしたごみ政策課のマスコットキャラクターの「ラジアス」と一緒

に食品ロス削減をテーマにした動画やデジタル紙芝居等を実施。ま

た、活動のご褒美として「ラジアス紙幣」と称した紙幣を配付しフ

ードバンク等から提供された飲食物を交換する買い物体験を実施す

る。 

 講座後もラジアス紙幣を保育関係施設に提供し、施設や家庭での

環境教育等に活用をお願いしている。 

成果指標や目標 

とその確認方法 

年度内に１０件以上の開催を目標としている。未就学児への環境

講座のメニューとして、市内施設の年度行事にしていきたい。 

施策のポイント 

・園児の集中力が続くように先生による紙芝居の朗読や短い時間で

の活動を心掛けている。 

・短い時間で効果的に学習できるよう、施設側に市が作成した動画

等を活用した事前学習をお願いしている。 

効果や成果 

食品ロスを知ったり、考えたりするきっかけづくりとして、好評

であった。令和７年度は７件の施設で実施し、今年度は４月時点で

１１件の申し込みあり。 

関連ホームページ 
https://www.city.maebashi.gunma.jp/soshiki/kankyo/gomiseisaku/ 

oshirase/chiikinotorikumizireisyoukai/45827.html 
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食品ロス削減のための自治体施策集 事例１０－３ 

施策・事業名称 奥州市食品ロス削減推進計画 

自治体名 岩手県奥州市 

本件問合せ先 
担当課 市民環境部生活環境課 

電 話 0197-34-2341 メール seikatsu@city.oshu.iwate.jp 

分野 
（当てはまるもの 
すべてに○を付けて 

ください） 

家庭 外食・宴会 

１ 住民啓発 ２ キャンペーン・イベント 

３ 食品ロスの実態調査 ４ 子供への啓発・教育 

５ 協力店舗等の登録 ６ 事業者への働きかけ 

７ 消費者団体または 
住民団体との連携 

８ 食材使いきり、リメイク料理 

９ その他  

事業実施期間 

奥州市食品ロス削減推進計画（令和４年度～） 

食ロス月間特設パネル設置による啓発活動（令和４年度～） 

市庁内フードドライブポスト設置（令和５年度～） 
 

立案の背景 
（ねらい） 

推進計画作成前に行ったアンケートでは、「食品ロス」について

意味まで知っている市民の割合は 62.4％であった。市民における

食品ロス問題の認知度が低く、周知が不足していた。 

内容 

１．奥州市食品ロス削減推進計画 

市の食品ロスの現状と課題を挙げて、目標や施策を具体化し取り

組みを推進している。 

２．食ロス月間特設パネル設置による啓発活動 

支所を含めた市の庁内ホール（計５か所）にて食ロスに関するパネ

ルを展示している。また常設フードドライブポストに加えて、２か

所の市庁舎で特設フードドライブポストの設置も行った。 

３．庁内フードドライブポスト設置 

常設のフードドライブポストを設置し、市民が気軽に食品寄付の

提供ができる場を設けている。 

成果指標や目標 

とその確認方法 

アンケートによる食品ロス問題を認知して削減に取り組む消費

者の割合の調査。 

施策のポイント 

食ロス月間の特設フードドライブポストは会場を変更や追加し

ていくことで、特に力を入れて周知する地域を選定して進めるな

ど、活動が単調にならないようにしている。 

効果や成果 
令和７年度はこれまでで一番多くのフードドライブポストへの

食品寄付をいただいた。 

関連ホームページ 
https://www.city.oshu.iwate.jp/kurashi_tetsuzuki/gomi_ 

recycle/4/6892.html 
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食品ロス削減のための自治体施策集 事例１０－４ 

施策・事業名称 食品ロス削減マッチングサービス 甲府タベスケ 

自治体名 甲府市 

本件問合せ先 
担当課 環境部環境総室ごみ減量課 

電 話 055-241-4327 メール gomigen@city.kofu.lg.jp 

分野 
（当てはまるもの 
すべてに○を付けて 

ください） 

家庭 外食・宴会 

１ 住民啓発 ２ キャンペーン・イベント 

３ 食品ロスの実態調査 ４ 子供への啓発・教育 

５ 協力店舗等の登録 ６ 事業者への働きかけ 

７ 消費者団体または 
住民団体との連携 

８ 食材使いきり、リメイク料理 

９ その他  

事業実施期間 令和４年２月から（アプリ配信は令和６年１０月から） 

 

立案の背景 
（ねらい） 

気軽に食品ロス削減ができる場を提供することで、家庭内のみなら

ず、事業所から排出される食品ロスも一丸となって削減していく意識

を高める。 

内容 

市内の飲食店等で売れ残りが予想される食品、消費（賞味）期限が

近い食品等、「まだ食べられるのに廃棄されてしまう食品」を飲食店

等が WEBサイト（もしくはアプリ）「タベスケ」に登録して安価で出

品、その食品を気に入った利用者が購入予約を行い、直接、店舗等

でお得に購入できる食品ロス削減マッチングサービス。 

成果指標や目標 

とその確認方法 

前年度の取引成立件数（５６１件）を上回る実績となるようタベスケ

管理システムを随時確認する中、利用促進に向けた市民周知を行う。 

施策のポイント 

食品関連事業者の食品ロスとなり得る売れ残りや消費（賞味）期限、

規格外、訳あり、在庫過多等の食品を低価格で提供することで、食品

ロス削減につながるとともに、出品者側における廃棄処理量の削減と

いったメリットも生ずることから市民（消費者）の環境意識向上と事

業者、両者にとってプラスに働く仕組み。 

効果や成果 

令和７年度実績 

市内新規ユーザー数：２７９名 

新規協力店：１店舗 

取引成立数：５６１件 

食品ロス削減量：１,０４１,３０６ｇ 

関連ホームページ https://www.city.kofu.yamanashi.jp/genryo/kofutabesuke.html 
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業態 
     

飲食店 レストラン 居酒屋 ホテル 食品販売店 その他（         ） 

自治体名 
  

 北海道 
  

食品ロスへの取組分野 
  

１ 仕入時の工夫 ２ 保管時の工夫 ３ 食品ロス量や食品廃棄物量の把握 

４ 食品提供、食材使いきりの工夫 ５ 適量注文や食べきり呼びかけの明確化 ６ 持ち帰り 

７ 提供する料理の量がお客様にわかる工夫 ８ 期限前売り切りの工夫 ９ その他 

取組の特徴とポイント 
  

各段階、各店舗・エリアで実施可能な食品ロス・食品廃棄物の低減、ならびにリサイクル活動を行っています。 

その一つに、お客様も参加ができる取り組みとして、子供の健やかな成長を願い、残さず食べる喜びを体験すること

に役立てて頂こうと企画したびっくりドンキーお子様完食応援活動も行っています【 取組分野５ 】。 

具体的な取組内容 
  

【 取組分野１ 】 食材仕入れ量あたり食品廃棄物の発生割合が２０２０年度５．４％（２０１７年度比で１５．６％減）。 

【 取組分野２ 】 ハンバーグパティは来店予測に基づいて必要な分だけを全国８カ所にある一次加工場で製造し、

冷蔵の状態で各店舗へ毎日配送。使い切るまでの時間を品質衛生管理の向上により６０時間に改善。 

【 取組分野３ 】 直営店の食品廃棄物等の発生量や食品循環資源の再生利用等の状況を把握し、毎年担当省

庁に定期報告。また例年ＳＤＧｓレポート（旧：環境報告書）にも開示掲載。 

【 取組分野４ 】 ハンバーグパティのロス低減活動により、工場における成型及びスタッキング不良率の低減、X線

ロス低減でさらに改善し、約２３トン減（２０２０年度）。少量炊飯器の導入により廃棄ライスのロス削減。一部商品の

販売期間延長や販売終了商品をフードバンクへ約２７トン提供（２０２０年度）などにより前年より削減。 

【 取組分野５ 】 子供が残さず食べてお皿をピカピカにするチャレンジが成功したら、お店から表彰状をプレゼントす

る「もぐチャレ」を実施（※ チャレンジは小学生以下のお子様が対象。一部もぐチャレを実施していない店舗あり。）。 

  

【 取組分野６ 】 食べ残しお持ち帰りルールの設定。 

【 取組分野7 】 メニューにハンバーグの グラム数表記を実施。ライスのサイズ選択が可能。トッピングやディッシュ

サラダの追加などお客様の必要量に応じた選択ができます。 

事例１ 株式会社アレフ（店舗屋号は「びっくりドンキー」）

等） 

71



 

【 取組分野９ 】 食品廃棄物のリサイクル①：全国で８７台設置（２０２２年１月時点）している生ごみ粉砕乾燥処理

機「ゼロワンダー」の稼働により、生ごみを約４０％に減容化し、全国１３か所の協力農場にて堆肥などへリサイクルし

ています。完成した堆肥は一部ディッシュサラダの大根畑や省農薬米の田んぼで使用され、リサイクルループを構

築。また、生ごみのまま回収されリサイクラー施設で肥料化やメタンガス化などされる再生利用事業者との連携も実

施。その他、出店先の商業施設との協力により食品廃棄物のリサイクルを行うことで、合計１１２店舗の生ごみが資源

化されています。さらに北海道恵庭市にある自社施設で、バイオガスプラントにより食品廃棄物を原料として発電・自

家消費し、副産物である液体肥料の活用をしています。 

食品廃棄物のリサイクル②：全店から回収しているフライヤー油のすべてとグリドル油は９７．７％を油脂製品などに

再資源化しました。北海道恵庭市にある自社バイオディーゼル燃料化プラントでは、市内小学校や保育園などからも

廃食用油を回収し、バイオディーゼル燃料を製造。車両や発電機で利用し、ＣＯ２排出抑制効果は４８トンでした。ま

た、廃食用油をリサイクルしたハンドソープを全国約７０店舗の洗面所に導入しています。 

実施効果 
  

もぐチャレのほかライスの小盛メニュー（割引）など食べきり運動推奨やロス量の多いメニューの見直しなどを行った

結果、１店あたりの生ごみ排出量が以前は１日５０ｋｇでしたが、現在は２０～３０ｋｇに少なくなりました。食品廃棄物

の再生利用等実施率が２０２０年度９４．６％になりました。 
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業態      

飲食店 レストラン 居酒屋 ホテル 食品販売店 その他（         ） 

自治体名   

 長野県北佐久郡軽井沢町   

食品ロスへの取組分野   

１ 仕入時の工夫 ２ 保管時の工夫 ３ 食品ロス量や食品廃棄物量の把握 

４ 食品提供、食材使いきりの工夫 ５ 適量注文や食べきり呼びかけの明確化 ６ 持ち帰り 

７ 提供する料理の量がお客様にわかる工夫 ８ 期限前売り切りの工夫 ９ その他 

取組の特徴とポイント   

キッチンカーでオーダーされた料理を目の前で調理。 

好きなものを必要なだけオーダーしていただく。 

具体的な取組内容   

【ウエディングのガーデンパーティ会場に、キッチンカーを設置】 

キッチンカーでは、シェフがその場でその季節のこだわりの食材を目の前で仕上げる。ゲストは、キッチンカーに行っ

て、シェフにその場で料理をオーダー。例えば、牛肉を焼いてください、とか、ソーセージをお願いします、など・・。 

メニューは、提示されていて、ゲストはその中から好きな料理をオーダー。牛肉のグリル、豚肉のロースト、鹿肉のソ

ーセージ、鯛の丸焼き、帆立など。ゲストは、好きなものを必要なだけオーダーしていただくので、食べ残しにならな

い。 

 

実施効果   

①オーダーされた分だけ料理をするので、食材の無駄がない。 

②焼きたて、出来立てを食べて頂けるので、ゲストの満足度も向上。 

 

  

事例 2 星野リゾート 軽井沢ホテルブレストンコート 
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業態      

飲食店 レストラン 居酒屋 ホテル 食品販売店 その他（         ） 

自治体名   

 大阪府   

食品ロスへの取組分野   

１ 仕入時の工夫 ２ 保管時の工夫 ３ 食品ロス量や食品廃棄物量の把握 

４ 食品提供、食材使いきりの工夫 ５ 適量注文や食べきり呼びかけの明確化 ６ 持ち帰り 

７ 提供する料理の量がお客様にわかる工夫 ８ 期限前売り切りの工夫 ９ その他（未利用原材料の活用） 

取組の特徴とポイント   

ロスゼロでは、食品メーカーで発生する食品ロスに着目し、規格外や在庫余剰などの理由で食品ロス予備軍となって

しまった食品を、主にオンラインを活用し、直接消費者や企業へつなげる取り組みを行っています。 

具体的な取組内容   

①通販サイト「ロスゼロ」 

ECサイトロスゼロを通して、行き場を失い食品ロスとなってしまった食品を最後まで販売。 

常温商品から冷凍冷蔵品、スイーツから食材まで幅広く取り扱っています。 

 

 

②食品ロスのサブスクリプション「ロスゼロ不定期便」 

不定期に不定量で発生する食品ロスの実情に対応するサービスとして、食品ロスの定期購入システムを 

導入。食品ロスが発生したタイミングに合わせて、2か月に 1度、登録している会員に向け不定期にお届けします。

中身は全てお任せ、お届け日は未定。食品ロスをネガティブなイメージではなく、 

いつ届くか分からないことをワクワクしながら楽しむサービスとして好評です。 

事例 3 株式会社ロスゼロ 
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②アップサイクル食品の開発・販売 

日本の菓子業界を支えるために、原材料として輸入される高品質な「チョコレートの原材料」が製品化されることなく

廃棄になることがあります。そんなもったいない原材料を使って、美しく美味しいチョコレートへと製品化しました。食品

ロスを知るきっかけとなるアップサイクルチョコレートとして開発・販売しています（2021 年 1 月）。また、気仙沼のいち

ご農家さんで発生している規格外の廃棄予定いちごを使い、商品化を行いました。（2022年 1月） 

 

 

③百貨店でのイベント出店 

オンラインだけでなく、リアルイベントとして百貨店でのイベント出店やマルシェを行っています。 

どうして食品ロスになったのかなどの背景を消費者へ直接丁寧にお伝えすることで、食品ロスを知り、理解し積極

的な消費行動へつなげています。 

   

実施効果   

SDGｓの浸透とコロナ禍で、食品ロスという言葉の認知が上がり、もったいないものを食する機会があるならぜひ購入し

たいと考える消費者が増えました。また一方で、廃棄予定の食品を積極的に削減するという姿勢の食品メーカーも

増えました。 

ロスゼロ不定期便（サブスクリプション）では、1回のお届けで約 5キロの食品ロス削減につなげることができるサービ

スです。                                                                                                                                              
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食品ロス削減のための自治体施策集
各事業実施状況一覧

北海道 ― ○ ○ ○ ○

・食品ロス削減セミナー開催
・年末年始食べきりキャンペーン
・絵本の配付
・大学などの教育機関への「出前講座」の実施
・こども環境情報紙での啓発

札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・学校給食のフードリサイクル

函館市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・てまえどり運動，食品ロス削減の市公式ホームページでの啓発

室蘭市 ○ ○ ○ ○ ○

釧路市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

帯広市 ○ ○ ○ ○

岩見沢市 ○ ○ ○

江別市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

深川市 ○ ○ ○

北広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

音更町
・町の広報、ＨＰ、ごみ分別手引き、ごみアプリ、パネル展などで食品
ロス削減を周知

青森県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・「てまえどり」「3010（さんまる・いちまる）運動」の普及啓発

青森市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・イベント等でエコレシピや食品ロス削減のエコグッズを配布

弘前市 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○
・スーパー等での「てまえどり」啓発支援
・食品ロス削減マッチングサービス「ひろさきタベスケ」

八戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・消費期限と賞味期限に関する啓発

黒石市 ○ ○ ○

つがる市 ○ ○

岩手県 ― ○ ○ ○ ○
・てまえどり等の啓発ポップをエコ協力店いわて認定店に配布
・「消費者庁食品ロス削減推進サポーター」認定制度に職員が登録

盛岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・市公式ホームページや資源・ごみ分別アプリなどで食品ロス削減を周
知
・食品ロス削減啓発チラシを小売店、小中学校等へ配布

紫波町 ○ ○

宮城県 ― ○ ○ ○ ○ ○
・県内事業者へてまえどり啓発ポップ・ポスターを配布
・県ホームページ、テレビＣＭ、動画広告、パネル展示による啓発

仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・フードシェアリングサービスの利用促進
・せんだい食エコリーダーの養成

登米市 ○ ○ ・ホームページや市広報にて周知

栗原市 ・市広報、ウェブサイトによる周知

村田町 ○ ○
・広報紙への掲載や、チラシを全戸配布し、コロナ禍での食品ロスへの
取組についてなど家庭で出来る取り組みを紹介

柴田町 ○ ○

涌谷町 ・食べきり運動や宴会五箇条の周知

秋田県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○
・てまえどり、食べきり、持ち帰りの啓発
・知事による店舗での「てまえどり」実演
・著名人による食品ロス削減トークイベント

秋田市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

能代市 ○ ○

湯沢市 ○ ○

大仙市 ○ ○ ○

山形県 ― ○ ○ ○ ○

・テイクアウトボックス（食べきれなかった料理の持ち帰り）の推進
・てまえどりの普及啓発
・高校生環境にやさしい料理レシピコンテスト開催
・食品ロス削減啓発の専用ウェブページ開設

山形市 ○ ○ ○

酒田市 ○ ○ ○

福島県 ― ○ ○ ○ ○ ○
・ドギーバッグの配布
・アプリによる食べ残しゼロの啓発

福島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
・生ごみゼロチャレンジ
・食品ロス削減マイスター事業
・フードシェアリングサービス

郡山市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・フードシェアリングサービス
・市役所フードドライブ
・減るしぃレシピコンクール

いわき市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・フードシェアリングサービス「いわきタベスケ」
・いわき市フードドライブ支援事業
・いわき市食品ロス削減推進月間（10月）
・3010運動啓発POPの飲食店配布
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二本松市 ○ ○ ○ ○ ・食品ロスダイアリーの周知（市HPや市広報誌への掲載）

茨城県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ・てまえどりの啓発

水戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ・水戸市家庭における食品ロス削減取組アイディア募集

土浦市 ○ ○ ○ ○ ○

茨城県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○
・てまえどりの啓発
・家庭における食品ロス削減キャンペーン
・いばらきフードロス削減取組宣言制度の実施

栃木県 ― ○ ○ ○ ・事業系食品ロス対策普及啓発等実証事業

宇都宮市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・エコショップ等認定制度
・フードシェアリング促進事業
・「食べ残し持ち帰り」の推進

足利市 ○ ○ ○ ○ ○ ・もったい９（ナイン）運動

栃木市 ○ ○ ○ ○ ○ ・フードシェアリングTABETE登録支援

鹿沼市 ○ ○ ○ ・フードシェアリングサービス「タベスケ」実証実験の実施

日光市 ○ ○ ○ ○ ・フードシェアリングサービス実証実験の実施予定

小山市 ○ ○ ○ ○

群馬県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・外食時の食べ残しの持ち帰り推進
・未利用食品マッチングシステム運用

前橋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・食ロスなどを学ぶ未就学児向けの講座を実施

伊勢崎市 ○ ○ ○ ○ ・食品ロス削減協力店認定事業

渋川市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・フードドライブの実施、フードドライブ資材の貸出
・小盛りシールを配布し、しぶかわフードラブ協力店に掲示
・私の食品ロス削減アイデアコンテストの開催
・私たちの食品ロス削減取組コンテストの開催
・出前講座の実施
・SDGｓ特別授業の実施

藤岡市 ○ ○ ○ ○ ○

みどり市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・給食残渣の循環利用

川場村 ○

千代田町 ○ ○ ○

埼玉県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○
・食品ロス削減対策取組事例集の作成・公開
・食品ロス専門家派遣事業、県政出前講座
・食品ロス削減に取り組む事業者の紹介（彩の国エコぐるめ事業）

さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・チームEat　All（食品ロス削減に取り組む事業者との連携）

川越市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・市内スーパーへの啓発ポスター掲示依頼、てまえどり

川口市 ○ ○ ○ ○ ・「てまえどりPOP」を市内小売店等にて掲示

所沢市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・てまえどり啓発

加須市 ○ ○ ○ ・食品ロス削減のためのアイデア集作成

狭山市 ○ ○ ○ ○ ・「てまえどり」POPを作成し、市内のコンビニや小売店に掲示

上尾市 ○ ○
・上尾市職員福利厚生委員会レクリエーション部会　職員親睦事業
Let's・サルベージ・パーティ～おいしく楽しく食品ロスを減らそう～

越谷市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・「手前どり」POPを市内コンビニ等に配布

入間市 ○

朝霞市 ○ ○ ○

新座市 ○ ○ ○

八潮市 ○ ○ ○ ・ホームページ、広報やしお等による市民への情報提供

富士見市 ○ ○ ○ ○

東松山市 ○ ○ ○
・チラシ「ごみゼロ通信」や、広報紙、ホームページ、SNS等で市民へ
啓発。

千葉県 ― ○ 〇 ○ ○ ○ ・事業者と連携した「てまえどり」啓発、県公式SNSで県民への啓発等

千葉市 ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ・千葉市食べきり協力店認定制度

市川市 ○ ○ ○ ○ ○

船橋市 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 〇 〇

館山市 ○ ○ ○ ○ ・30・10運動を「30・15（サンマル・イチゴ）運動」としている

木更津市 ○ ○ ○ ○ ・食品ロス削減に向けた啓発

松戸市 ○ ○ ○ ○
・出前講座、環境学習の実施
・広報紙、市ホームページ、SNS等を活用した啓発

佐倉市 ○ ○ ○ ・４R推進協力店制度

習志野市 ○ ○ ○ ○

柏市 ○ ○ ○

勝浦市 ○ ○ ○ ○

八千代市 ○ ○ ○ ○ ○ ・食品ロス削減アクションプランの策定
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鴨川市
・出前講座の実施
・鴨川市ごみの分け方・出し方（配布物）に記載

鎌ケ谷市 ○ ○ ○ ・消費生活パネル展にて啓発

君津市 ○ ○ ○

浦安市 ○ ○ ○ ・食品ロス削減に関するムービーの公開

四街道市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市産業まつりで食品ロスに関する啓発、出前講座の実施

袖ケ浦市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

白井市 ○ ○ ○ ○ ○
・ごみ減量講座
・30・10運動を「46・14（シロイシ）運動」としている

東京都 中央区 ○

港区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・年末年始・歓送迎会食べきり強化月間
・食品ロス削減ハンドブックの作成

新宿区 ○ ○ ○ ○ ○ ・食品ロス削減講座

文京区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・食品ロス削減講座
・フードシェアリングサービス「TABETE」の活用促進

台東区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・食品ロス削減講座

東京都 墨田区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・イベント型フードパントリー実施

江東区 ○ ○ ○ ○ ○ ○

品川区 ○ ○ ○ ○ ・SHINAGAWA”もったいない”プロジェクト

目黒区 ○ ○ ○ ○ ○ ○

・食べきり協力店向け食品ロス削減講演会及び意見交換会
・食べきりレシピアイデア募集
・フードシェアリングサービス「TABETE」の活用促進
・キユーピー(株)とのサラダレシピ開発
・(株)ファミリーマートが一般公開した涙目シールの食べきり協力店で
の展開

大田区 ○ ○ ○

・食品ロス削減実践講座（区民向け食品ロス普及啓発事業）
・地産地消型未利用食品マッチング（事業者排出の未利用食品活用事
業）
・食品ロス削減マグネットシートの作成

世田谷区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・てまえどりの啓発

中野区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉並区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・mottECO普及推進モデル事業の実施
・キユーピーとのサラダレシピ開発
・「手前どりPOP」を作成し、区内小売店等に掲示
・食品ロス削減講座
・フードシェアリングサービス「TABETE」の活用促進

豊島区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・豊島区食品ロス削減対策

北区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

荒川区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・食品ロス削減啓発用絵本『あらペンのおねがい』作成
・持ち帰り容器の推進及びてまえどりの啓発
・イベントを通じて食品ロス削減の啓発を促すパンフレット及び啓発品
の配布。

板橋区 ○ ○ ○ 〇 ○ ○
・食品ロス削減マッチングサービス「いたばし×タベスケ」
・いたばし食べきりレシピコンテスト
・水切りチャレンジ

練馬区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・食品ロス削減および食育に関する意識啓発を図るためのイベントを実
施

葛飾区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

江戸川区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・食品ロス削減推進会議

八王子市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・てまえどりの推進
・フードシェアリングサービス「タベスケHachioji」の利用促進
・キユーピー(株)とエコサラダレシピの取組を実施

立川市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・「てまえどり」「食べきり」各キャンペーンの実施
・フードシェアリングサービス「おたすけタベスケ立川」の利用促進

武蔵野市 ○ ○ ○ ○ ○
・「てまえどりPOP」を作成し、市内小売店等にて掲示。
・フードシェアリングサービスアプリ運営会社（株式会社コークッキン
グ）との連携協定

三鷹市 ○ ○ ○ ○ ○
・ごみ減量・リサイクル協力店と連携し、ポスターの掲示、パンフレッ
ト及び啓発品を配布。

青梅市 ○ ○ ○ ○ ○

・市庁舎内食堂および喫茶スペースにてPOPを設置し、食品ロス削減の
啓発を行う。
・広報誌に食品ロス削減をテーマに啓発記事掲載。
・子どもへの啓発・教育は、食育を教育課程に位置づけ各学校で年間の
計画を立てて指導している。
・学校給食の学級閉鎖等による未使用食材についてフードドライブを実
施。
・災害備蓄食料の期限が迫ったものについて、フードドライブや市域の
防災訓練にて配布し食品ロスを防いでいる。
・消費生活講座の開催。
・消費生活パネル展での啓発。

府中市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭島市 ○ ○ ○
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調布市 ○ ○

町田市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・てまえどりキャンペーン

小金井市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

・食品ロス削減推進協力店・事業所認定制度
・「てまえどりPOP」を作成し、市内セブンーイレブンにて掲示
・食品ロス削減マッチングサービス「タベスケ」を活用した「小金井カ
メすけ」の実施・利用促進
・㈱JR中央線コミュニティデザイン、小金井市社会福祉協議会との共催
による東小金井駅でのハロウィンフードドライブの開催（単発）
・食品ロス削減推進計画の新規策定

小平市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・「てまえどり」運動

日野市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

東村山市 ○ ○ ○ ○ ○ ・エシカル消費講座

国立市 ○ ○ ○ ・食べ残しを減らす取り組みをしている飲食店の情報発信

福生市 ○ ○ ○ ○ ○

東大和市 ○ ○ ○ ○
・食品ロス削減月間に市内3カ所に食品ロス削減に関する横断幕の設置
・フードシェアリングサービス「東大和タベスケ」の運用

清瀬市 ○ ○

東久留米市 ○ ○ ○

武蔵村山市 ○ ○ ○ ○ ○

多摩市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・mottECO普及推進事業の実施
・「多摩市食べきり協力店」制度の活用
・「多摩市食べきり協力店」「多摩市エコショップ」へ多摩市オリジナ
ルポップの配布
・イベント等での展示を通して食品ロス削減への啓発
・企業とコラボしてエコレシピの普及啓発

西東京市 ○ ○ ○ ○

神奈川県 横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・地域メディアとの連携事業
・食品ロス削減のための講座・イベント
（土壌混合法講座、イベントでの普及啓発）

川崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

相模原市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・オンライン講演会の開催

横須賀市 ○ ○ ○
・全戸配布しているごみ収集カレンダーにおいて、毎月30日10日の冷蔵
庫チェックの呼びかけおよび啓発。

鎌倉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・食品ロス削減協力店の登録

小田原市 ○ ○
※
○

○ ○ ○ ○ ○

・食品ロス削減講演会の開催
・食品ロスダイアリー提出世帯の募集
※自治体としてフードバンクは実施していないが、市内フードバンク団
体へ財政支援を行っている。

座間市 ○ ○ ○ ○

厚木市 ○ ○ ○ ○ ○

・食品ロス削減月間に市内2カ所に食品ロス削減に関する横断幕の設
置。
・「てまえどりPOP」を作成し、市内小売店等にて掲示。
・食品ロス対策講座の実施

新潟県 ― ○ ○ ○ ○ ・てまえどりの推進

新潟市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

長岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三条市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・食品ロス対策啓発

柏崎市 ○
・市HP、資源物・ごみの分別ガイドブックで食品ロス削減を周知
・商工会議所を通じて事業者へ食品ロス削減に関するチラシを配布

新発田市 ○ ○

小千谷市 ○ ○ ○

妙高市 ○ ○ ○

上越市 ○ ○

佐渡市 ○ ○

南魚沼市 ○

富山県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・とやま食ロスゼロ作戦　～使いきり　食べきり　すっきり　エコライ
フ～

富山市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・お持ち帰りパック配布事業（令和3年度終了）

氷見市 ○ ○

上市町 ○

石川県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・食べきり協力店と連携した「てまえどり」の推進
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金沢市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・食品ロス削減のための買い物キャンペーン（「てまえどり」等）の実
施
・フードシェアリングサービス「TABETE」の活用促進
・かなざわエコ・スイーツ発信事業の実施（一般公募によるレシピコン
テストの開催、洋菓子店によるレシピ開発、学生によるアレンジレシピ
考案、レシピ動画の制作・発信　令和4～7年度）
・食品ロス削減啓発バスツアーの開催
・食品ロス削減すごろくの制作

七尾市 ○ ○ ○

小松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加賀市 ○ ○ ○

白山市 ○ ○ ・HP等による周知

能美市 ○ ○ ○

福井県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・フードロスマイスターの養成

福井市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・災害用備蓄食品を活用したローリングストックの啓発

敦賀市 ○ ○ ○

小浜市 ○ ○ ○ ○

大野市 ○ ○ ○ ○ ○

勝山市 ○ ○ ○ ○

鯖江市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

あわら市 ○ ○ ○

越前市 ○ ○ ○ ○ ○
「農協、生協、社協、市」および「バローホールディングス、社協、
市」で連携協定を締結し、継続的かつ自主的にフードドライブが行われ
るよう仕組みを構築

坂井市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 常設フードドライブポスト８ヵ所→１４ヵ所に増設

永平寺町 ○ ○

南越前町 ○ ○ ○
食べきり運動の一環で町内の協力店舗に持ち帰り用の紙パックと啓発ポ
スターを配布

越前町 ○ ○

美浜町 ○ ○ ○ ○

若狭町 ○ ○ ○ ○ ○

山梨県 ― ○ ○ ○ ・やまなし食ロス３ゼロ運動

甲府市 ○ ○ ○ ○
・食品ロス削減マッチングサービス「甲府タベスケ」
・もったいない！30・10運動

北杜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・小売店と連携した「手前取り」の推奨キャンペーンの実施

富士河口湖町 ○ ○ ○

長野県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・てまえどりを呼びかける「信州発もったいないキャンペーン」の実施

長野市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・民間事業者が開発した、事業系食品ロス削減に向けた地域密着型食品
ロス削減スマホマッチングアプリ「HELAS(ﾍﾗｽ)」の実証実験協力・ＰＲ

松本市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・フードシェアリングサービスの活用促進

上田市 ○ ○ ○ ○
・再資源化に関するパンフレット「生ごみダイエットチャレンジ」の作
成

諏訪市 ○ ○ ○ ○ ○

須坂市 ○ ○ ○

小諸市 ○ ○
・全国キャンペーンにあわせ、広報誌に記事掲載。ごみカレンダーによ
る呼びかけ。

伊那市 ○ ○ ○ ○ ○

駒ヶ根市 ○ ○ ○ ○ ○ ・駒ヶ根3010運動、広報などによる周知啓発

佐久市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
・HPタイトル『もったいない！食べられるのに捨てられる「食品ロス」
をなくしましょう』

千曲市 ○ ○ ○

軽井沢町 ○

御代田町 ○ ○ ○
・新型コロナウイルスの影響で、余剰在庫を抱えた生産者のフードロス
問題を助けるプロジェクトである「Rescue Hero」への参加。

立科町 ○ ○ ○ ○
・左記について、広報誌等で周知には努めているが、具体的な施策実施
には至っていない。

下諏訪町 ○ ○ ○ ○ よいさ運動

岐阜県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・協力店・協力企業と連携した「てまえどり」の啓発（POP掲出）
・Instagramを活用した情報発信（レシピ、フードドライブ実施情報
等）

岐阜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

高山市 ○ ○ ○ ○ ○ ・スーパーの店頭における買い物客への直接啓発

関市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

羽島市 ○ ○ ○ ○
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美濃加茂市 ○ ○ ○ ○ ○

各務原市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・市内商業施設において、食品ロス削減啓発イベントを実施

可児市 ○ ○ ○

山県市 ○ ○ ○

郡上市 ○ ○ ○ ・Gumotta(郡上もったいないプロジェクト）

静岡県 ― ○ ○ ○ ○ ・啓発イベントの実施

静岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・コンビニエンスストア、スーパーマーケット等と協働したPOP,ポス
ターによる啓発
・Instagramを活用した食品ロス削減啓発活動

浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・プラットフォーム「はままつ循環経済パートナーズ制度（HAMACEP)」
において、登録事業者が実施する食品ロス削減をはじめとしたCEに関す
る取組を市HPなどで発信

沼津市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三島市 ○ ○ ○
・広報みしまに「ごみ減量トレンディ」を折り込み、食品ロス、年末年
始の食べ切りの記事掲載し全戸配布した。

富士宮市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

富士市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・てまえどり啓発ポスターの作成
・市内高校、コンビニエンスストアと協働したてまえどり啓発用ポップ
の作成
・フードシェアリングアプリの導入

掛川市 ○ ○ ○

裾野市 ○ ○ ○ ○

小山町 ○
・集まった食料は生活困窮者や福祉施設の他、「フードパントリー」と
称する無料配布イベントで配布している。

森町 ○ ○ ○ ○ ○ ・住民団体や町内会等を対象とした食品ロス削減に関する講座

愛知県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・あいち食品ロス削減パートナーシップ制度の運営

名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一宮市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・学校給食の残菜についてリサイクルを実施

刈谷市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊田市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・食品ロス削減全国大会の開催
・食品ロス削減宣言で作るモザイクアート
・手前どりの推奨
・毎月ゼロのつく日は、冷蔵庫クリーンアップデー

知多市 ○ ○ ○
・知多市いちごニャンコ運動（宴会時乾杯後15分、お開き前25分は自席
で料理を楽しむ。毎月15日と25日は冷蔵庫の食材チェック）

知立市 ○ ○ ○

豊明市 ○ ○ ・豊明市食べ残しゼロ推進店制度

幸田町 ○ ○

三重県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

・外食時の「おいしい食べきり」全国共同キャンペーン
・三重県食品提供システム「みえ～る」
・食品ロス削減啓発プロジェクト「みんなえがおに！学んで削減、三重
の食品ロス」
・スーパーマーケット、コンビニエンスストア等との連携による食品ロ
ス削減の取組（レールポップの掲示）
・県内飲食店において、食べきりを促進するための箸袋及び卓上ポップ
を配付
・食育月間や各種イベント等における食品ロス問題を意識した普及啓発
・フードドライブの開催及び作成したマニュアルの配布、資機材の貸出

津市 ○ ○ ○ ○ ○
・三重県食品廃棄物細組成分析調査
・市内小中学校への啓発ポスター掲示

四日市市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・社会福祉協議会に委託し、寄付された食品のマッチングを行う窓口を
開設。
・企業、福祉団体、行政（福祉、市民生活、環境）が参加して、上記窓
口への食品寄付の周知やマッチング先への提供方法等を検討する会議体
を設立。
・「よっかいち食べきり推進店」制度
・外食時の「おいしい食べきり」全国共同キャンペーン
・スーパーマーケット、コンビニエンスストア、よっかいち食べきり推
進店との連携による食品ロス削減の取り組み（啓発のぼりの掲示、「て
まえどり」を啓発する市独自のレールポップやポスターの掲示、食品ロ
ス削減啓発チラシの配架）
・啓発動画などを用いた小学校等への出前講座
・小学４年生を対象とした「食品ロスダイアリー」の実施
・家庭系ごみの分析調査の実施（令和5年度実施、令和8年度実施予定）

伊勢市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・「すぐ食べるならつれてって！」キャンペーン

桑名市 ○
・環境学習
・”のこさずくわな”（事業者と消費者のマッチングアプリ）

鈴鹿市 ○ 〇 ○ ○ ○
・食品ロス削減月間に合わせた、庁内における懸垂幕、のぼり旗の設置
・市内スーパーでのぼり旗及び啓発物品の配布

名張市 ○ ○ ○ ○ ○ ・出前講座や市ＨＰで周知啓発を行っている
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亀山市 ○ ○ ○ ○
・環境学習（小学生廃棄物処理施設見学時等に併せて啓発）
・「かめやまタベスケ」（食品関係事業者と消費者のマッチングサービ
ス）

鳥羽市 ○

滋賀県 ― ○ ○ ○ ○ ○
・食品ロス削減優良取組表彰
・食品ロス削減の県内取組事例収集
・出前講座

彦根市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
・出前講座
・広報紙、市ホームページ、ポスター等での周知啓発

近江八幡市 ○ ○ ○ ○

草津市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
・3010運動+の推進
・賞味期限・消費期限に関する啓発（その他）

守山市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲賀市 ○ ○ ○ ○ ○

高島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東近江市 ○ ○ ・広報紙及び市ホームページでの食品ロス削減月間の周知

米原市 ○

甲良町 ○ ○ ○ ・一般廃棄物処理基本計画に町民が実施する方策を示す。

多賀町 ○ ○ ○

京都府 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

・京都府「食べ残しゼロ推進店舗」
・映像教材の作成
・府民向け講演会・研修会等の開催
・「てまえどり」の推進
・フードドライブ活動の推進
・食品小売業や飲食業における取組事例集の作成
・フードシェアリングサービスの普及啓発
・災害備蓄食品のアップサイクルによる有効活用

京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・「販売期限延長の取組」
・食品の買い物、保存、調理の各段階での知恵や工夫を、豆知識も交え
て楽しく紹介するWebサイト「食べ物の「もったいない！」を探せ！～
京都市フードロスチャレンジ～」の活用
・市ホームページで、食品ロス削減に役立つ技術・サービス等を提供す
る事業者・団体を紹介する「食品ロスを減らそう！お結び広場」への、
取組事例の追加掲載
・食品ロスの原因や減らす方法について、マンガや動画を使って分かり
やすく説明しているホームページ「京都市食品ロスゼロプロジェクト」
の活用

八幡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
・環境政策課における環境啓発イベントにおいて実施
・令和７年度作成の環境教育絵本にレシピを掲載。同レシピに沿ったエ
コクッキングを実施。

京丹後市 ○
・食品ロス削減啓発講演会の実施
・「食べきりポップ」「食品前取りポップ」の掲示について市内店舗へ
の協力依頼を実施

大阪府 ― ○ ○ ○ ○ ○

・おおさか食品ロス削減パートナーシップ制度の運営
・食品ロス削減ボランティア「もったいないやん活動隊」の活動実践
・小売店等と連携し、イベントによる啓発活動や販売方法の工夫等を通
じた食品ロス削減キャンペーンの実施
・市町村、事業者と連携した地域イベント等の開催

大阪市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

堺市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・食品ロスダイアリーの実施
・エコレシピコンテストの実施
・てまえどり
・フードシェアリングサービスの活用促進
・市内商業施設において、食品ロス削減啓発イベントを実施
・パネル展
・期限切れ食品削減事業
・事業者および市民団体との協定締結

豊中市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
・豊中エコショップ制度
・てまえどりキャンペーン

吹田市 ○ ○ ○ ○ ○
・市民向け講習会
・てまえどりキャンペーン

高槻市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・高槻市エコショップ認定制度

枚方市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

茨木市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・食品ロス対策リーフレット（家庭用・事業用）の配布
・茨木市エコショップ認定制度

寝屋川市 ○ ○ ○ ○ ・＜R4年度実施事業＞ごみ減量コンテスト

摂津市 ○ ○ ○ ○ ○

東大阪市 ○ ○ ○ ○

・食べきり協力店登録制度（取り組み項目には、食べきり以外に販売方
法の工夫や食材の発注、総菜等の製造・調理段階での取り組みなど食品
小売店向けの項目が含まれる）
・てまえどりの推進

阪南市 食品ロス削減ポスターコンクール
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熊取町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・「食べマンデー」をキャッチコピーとした週に一度は冷蔵庫をチェッ
クするなどの啓発

兵庫県 ― ○ ○ ○ ○ ○

・「ひょうごフードドライブ推進ネットワーク」関係団体（スーパー、
市町、県等）によるひょうごフードドライブの実施
・食品ロス削減を啓発するイベントの実施
・フードドライブをスタートする事業者・検討事業者への支援
・ひょうごフードサポートネット（https://fsn.pref.hyogo.lg.jp/）
の展開
・食材の使い切り、食べ残しをしない食べきり、生ごみの水切りの「３
キリ運動」を展開（兵庫県環境基本計画、兵庫県バイオマス活用推進計
画）
・食品ロスの削減等環境に配慮した食育の推進（兵庫県食育推進計画）
・野菜まるごとレシピ集
【参考】第31回県民意識調査～県民の食育に対する考えと実践状況～に
おいて「食品ロス削減のための取組」の意識調査（令和7年度）

神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・食品ロス削減を啓発するイベント
・食品ロスダイアリー
・野菜の「保存に関する情報」と「使いきりに関する情報」作成
・「残りもの野菜を食べきるスープレシピ」作成
・食品ロスNOかるた
・「てまえどり」の推進
・TABETEを活用した食品ロス削減・持続可能なフードシェアリングに関
する連携事業（2020年４月～2022年３月）

姫路市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・姫路市食品ロスもったいない運動の普及啓発

尼崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・その他の取組：食品ロスダイアリー（家庭生活の中で期限切れや食べ
残しなどにより廃棄した食品を日記形式で記録）
・食べきり運動：「もったいない！あまがさき推進店」の登録項目（料
理提供量の調整、食べきり・3010運動の推進、業務・運営上の取組（食
品ロス削減アプリや在庫管理の精度向上等）、使い捨てプラスチックの
使用削減など）
・「もったいない！あまがさき 推進店」と連携したスタンプラリーの
実施
・TABETEを活用した食品ロス削減:持続可能なフードシェアリングに関
する連携事業

加古川市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宝塚市 ○ ○ ○ ○ ○
・市民講座時に児童、市民向け啓発
・マンガ広報、地域ＦＭでの広報

高砂市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・フードバンクへの提供

朝来市 ○ ○ ○ ○

奈良県 ― ○ ○
・食品ロス削減を啓発するイベント
・フードバンク活動の体制づくり等にかかる費用の補助

生駒市 ○ ○ ○

斑鳩町 ○ ○ ○

和歌山県 ― ○ ○ ○ ○ 〇 〇
・食品ロス削減事業者登録制度の実施
・出前講座やＳＮＳでの普及啓発

和歌山市 ○ ○ ○ ○ ○

鳥取県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ごみゼロポスターコンクール

鳥取市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

米子市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・食品ロスダイアリー

島根県 ― ○ ○ ○ ○ ・てまえどりの推進

松江市 ○ ○ ○ ○ ○

岡山県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・事業系食品ロス削減マッチングサービス「おかやまフードトリップ」

岡山市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉野市 ○ ○ ○

笠岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
・広報紙，環境イベント，環境出前講座で啓発，地域ＦＭでの広報
・「金曜日は冷蔵庫チェックの日」を呼び掛け

真庭市 ○ ○

矢掛町 ○ ○ ○

広島県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・市町や学校等と連携した情報発信やキャンペーンの実施による消費者
啓発（３つのアクションの認知拡大・行動変容の促進）
・市町や事業者等と連携したて手前どり・食べ残し持ち帰りの促進
・アプリを活用したフードマッチングの促進
・未利用食品を提供するための寄付先情報の充実
・市町が実施するフードドライブ・一般廃棄物の展開検査（組成分析）
を支援

広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・市民・事業者・行政で構成する広島市ごみ減量・リサイクル実行委員
会による食品ロス削減キャンペーン「スマイル！ひろしま」の実施
・その一環として「ごみ減らそうデー」「てまえどり運動」等を実施
・広島市食品ロス削減表彰の実施
・広島市食品寄附マッチングシステム「ひろしま食マッチ」の運用
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呉市 ○ ○ ○ ○ ○
・毎月１０日と３０日に冷蔵庫をチェックする「呉氏のおうちで３０１
０運動」を実施

東広島市 ○ ○ ○ ○ ○

山口県 ― ○ ○
※
○

※
○

○ ○ ○

・ぶちエコ食品ロス削減パートナー（飲食店以外の食品ロスに貢献する
企業の登録制度）
・てまえどりの推進
※県内NPO法人の活動を支援

宇部市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山口市 ○ ・市ウェブサイトや地域情報誌での啓発

防府市 ○ ○ ○ ○ ○

下松市 ○ ○ ○ ○

岩国市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

光市 ○ ○ ・出前講座や市ＨＰで周知啓発を行っている

長門市 ○ ○ ・市HPでの啓発

周南市 ○ ○
・市庁舎にフードバンクポスト設置
・市HPで食品ロス削減の取組啓発

周防大島町 ○ ○ ○
・町HPで食品ロス削減の取組啓発
・町広報で30・10運動等の周知

徳島県 ― ○ ○ ○ ○
・「とくしま食べきるんじょ協力店」登録制度
・食品ロス削減に関する講座、イベントの実施

徳島市 ○ ○ ○ ○

小松島市 ○ ○ ○ ○

・飲食店で食べ残した料理の持ち帰りができるよう、紙製のオリジナル
テイクボックスを製作し、市内のフードロス削減協力店（26店舗）に配
布している。
・広報誌、SNSを活用した普及啓発を実施している。

阿南市 ○ ○

石井町 ○

那賀町 ○

香川県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・かがわ食品ロス削減大賞
・かがわ食品ロス削減協力店制度
・SNSによる広報（イベントの開催案内やレシピの紹介など）
・ショッピングモールなどで普及啓発イベントを実施

高松市 ○ ○ ○ ○ ○ ・食品ロス対策等推進事業

土庄町 ○ ○

多度津町 ○ ○ ○ ○

愛媛県 ― ○ ○ ○ ○ ○
・県で作成した家庭系食品ロス削減に関する啓発資材を活用した普及啓
発活動の実施（SNS広告・イベント参加）
・事業系食品ロス削減トライアル補助事業の実施

松山市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・食品ロスになりやすい野菜のレシピや保存方法を啓発するチラシ作成
・買い物前に「冷蔵庫チェック」の実践を呼び掛け

今治市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

・市主催のイベント（毎年10月開催）でフードドライブを実施
・市役所庁内でフードドライブを実施（不定期）
・地元企業と共同で市内の小学生の親子を対象とした「フードロス教育
＆エコクッキング」を実施

宇和島市 ○ ○ ○ ○ ○

・宇和島市食品ロス削減推進事業補助金（飲食店等が持ち帰り容器の購
入に要する費用に対し、補助金を交付）
・宇和島市フードドライブ活動推進補助金（市内でフードドライブ活動
を行う団体に対し、補助金を交付）

八幡浜市 ○ ○
・市内の菓子製造業者との連携協定（菓子製造工場から発生する、十分
消費可能ではあるが製造や販売管理の都合上、廃棄される可能性のある
菓子を、市内の保育所等に無償で提供する）

新居浜市 ○ ○ ○ ○

西条市 ○ ○ ○ ○ ○

大洲市 ○ ○ ○ ・広報誌等での周知

四国中央市 ○ ○

西予市 ○ ○

東温市 ○ ○ ○ ・広報誌等での周知及び食品ごみ減量のアイデア募集

久万高原町 ○ ○ ○

松前町 ○ ○ ○

砥部町 ○ ○

内子町 ○ ○ ○ ○

伊方町 ○

松野町 ○ ○ ○ ・広報誌による住民・職員啓発活動

鬼北町 ○ ○ ○

愛媛県 愛南町 ○ ○
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高知県 ― ○ ○ ○ ○ ○
・教育委員会と連携した栄養教諭への啓発に係る情報提供
・第２期高知県食品ロス削減推進計画の策定
・ラジオ・新聞等での幅広い啓発活動

高知市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・環境イベントで食品ロス啓発パネルの展示

福岡県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・食品ロス削減マイスターの派遣
・てまえどりの普及促進
・食品ロス削減優良取組知事表彰

北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・残しま宣言運動、てまえどり

福岡市 ○ ○
※
○

○ ○ ○ ○ ○ ○
※自治体としてフードバンクは実施していないが、市内フードバンク団
体の支援を行っている

大牟田市 ○ ○ ○ ○ ・食品ロス啓発チラシ及び削減グッズの配布

筑後市 ○ ○ ・フードロス削減啓発ポスター

大野城市 ○ ○ ○ ○ ○

古賀市 ○ ○

うきは市 ○ ○ ○

佐賀県 ― ○ ○
※
○

○ ○ ○ ○

・環境副読本「わたしたちの環境」へ食品ロスの内容を記載し、児童へ
の環境教育を実施
・食品ロス削減推進キャンペーンの実施
・食品ロス削減啓発チラシ及び啓発コンテンツの制作・配布
※フードバンク活動団体である佐賀県食でつながるネットワーク協議会
のメンバーとして佐賀県も加入している。

佐賀市 ○ ○ ○ ○ ・佐賀市もったいないプロジェクト

唐津市 ○ ○ ○ ○ ○
・「食品ロス」削減出前講座
・「唐津市てまえどり」活動

小城市 ○ ○

長崎県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・新聞掲載、テレビCM放映
・食品ロス削減啓発冊子及び啓発グッズの制作・配布
・イベント開催（食品ロス削減推進ポスターコンテスト他）

長崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

熊本県 熊本市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

八代市 ○ ○ ○ ○ ○ ・食品ロスに関するアンケート

大分県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

大分市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・食品ロスダイアリー

津久見市 ○ ○

宮崎県 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・みやざき食べきり宣言プロジェクト

宮崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

日向市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

鹿児島県 ― ○ ○
※
○

○ ※フードバンク周知啓発

志布志市 ○ ○

沖縄県 ― ○ ○ ○ ・沖縄県食品ロス削減県民運動ロゴマーク等の制定
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